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外
環
沿
い
に
リ
ユ
ー

ス
総
合
セ
ン
タ
ー
（
オ

フ
ィ
ス
家
具
リ
サ
イ
ク
ル

シ
ョ
ッ
プ
）
を
構
え
る
ア

ル
フ
ァ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
は
、「
責
任
施
工
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
快
適
で
高

品
質
な
オ
フ
ィ
ス
環
境
の

創
造
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

企
業
理
念
、行
動
指
針
、

信
条
を
し
っ
か
り
持
つ
東

大
阪
を
代
表
す
る
企
業
の

一
つ
だ
。

　

創
業
者
で
会
長
取
締
役

の
土
岐
功
明
さ
ん
（
76
）

は
、
大
阪
鴻
池
倫
理
法
人

会
（
中
山
文
隆
会
長
）
に

所
属
し
、
純
粋
倫
理
を
学

び
実
践
し
て
い
る
。
今
年

入
会
10
周
年
を
記
念
し
、

「
り
ん
り
か
る
た
で
楽
し

く
学
ぶ
」
を
復
刻
し
、
自

費
出
版
し
た
。

　

土
岐
さ
ん
の
思
想
の
根

は
さ
ら
に
遡
る
。
純
粋
倫

理
を
学
ぶ
前
か
ら
、
小
野

晋
也
さ
ん
が
主
宰
す
る
方

谷
塾
に
通
っ
て
い
る
。
王

陽
明
を
尊
崇
し
て
い
た
江

戸
時
代
末
期
の
山
田
方
谷

を
通
し
て
、
陽
明
学
を
学

ぶ
う
ち
に
志
高
く
生
き
、

社
会
貢
献
す
る
こ
と
の
大

切
さ
が
身
に
し
み
て
分
か

る
よ
う
に
な
っ
た
。「
す

べ
て
学
問
は
存
心
、致
知
、

力
行
の
三
つ
な
り
」
と
い

う
山
田
方
谷
の
言
葉
を
実

社
会
で
実
践
す
る
土
岐
さ

ん
の
瞳
は
、
い
つ
も
少
年

の
よ
う
に
輝
い
て
い
る
。

　

一
般
社
団
法
人
地
域
活

動
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
く
ら

福
祉
会
（
東
大
阪
市
宝
持

２
―
２
―
７
、
☎
０
６

―
４
３
０
６
―
４
９
３

８
）
の
３
周
年
記
念
パ
ー

テ
ィ
ー
が
３
月
23
日
に
Ｋ

Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
（
大
阪

市
中
央
区
馬
場
町
２
）
で

開
か
れ
、
関
係
者
、
利
用

者
ら
約
１
６
０
人
が
集
っ

た
。

　

還
暦
を
迎
え
た
代
表
理

事
の
西
村
兼
一
さ
ん
は
、

女
優
の
杉
本
彩
さ
ん
か
ら

プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
赤
い

ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着

て
、
花
束
を
受
け
取
り
喜

び
の
言
葉
を
述
べ
た
。

　

来
賓
と
し
て
参
加
し
た

中
村
鋭
一
さ
ん
（
86
）
は
、

西
村
代
表
理
事
、
利
用
者

ら
と
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
応

援
歌
「
六
甲
お
ろ

し
」
を
声
高
ら
か

に
歌
っ
た
。

　

ま
た
、
東
大
阪

市
議
会
議
員
の
野

田
し
ょ
う
こ
さ
ん

も
祝
辞
を
述
べ

た
。

　

ゲ
ス
ト
に
東
洋

一
の
マ
ジ
シ
ャ
ン

亜
空
亜
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ

さ
ん
、
車
イ
ス
ダ

ン
ス
元
日
本
チ
ャ

ン
ピ
オ
ン
の
奈
佐

誠
司
さ
ん
＆
リ
ト

ル
ラ
ブ
、
音
楽
伝

道
師
久
米
小
百
合

さ
ん
（
元
久
保
田

早
紀
さ
ん
）
が
登

壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ

マ
ジ
ッ
ク
、
ダ
ン

ス
、
歌
を
披
露
し

た
。

　

木
と
鉄
の
絶
妙
な
組
み
合
わ
せ
で
建

て
ら
れ
た
斬
新
な
工
場
が
東
大
阪
に
あ

る
。
金
属
製
パ
イ
プ
・
丸
棒
の
加
工
を

得
意
と
す
る
株
式
会
社
岩
井
製
作
所

だ
。「
東
大
阪
の
曲
げ
屋
さ
ん
」
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
会
社
で
、
今
年
で
41

年
を
迎
え
る
。

　

代
表
取
締
役
の
岩
井
則
秀
さ
ん

（
57
）は
2
代
目
。
8
年
前
に
亡
く
な
っ

た
お
父
さ
ん
一
義
さ
ん
は
、
佐
賀
県
出

身
。
大
阪
で
曲
げ
屋
を
し
て
い
た
従
兄

弟
に
請
わ
れ
て
、
大
阪
へ
。
頭
脳
明
晰

で
営
業
力
が
あ
り
、業
績
を
伸
ば
し
た
。

仕
事
が
軌
道
に
乗
り
、
妻
と
2
人
の
息

子
を
大
阪
に
呼
ん
だ
。
長
男
が
則
秀
さ

ん
だ
。

　

昭
和
50
年
に
独
立
を
果
た
し
、
丁
寧

な
仕
事
で
信
頼
が
寄
せ
ら
れ
、
会
社
は

順
調
に
大
き
く
な
っ
た
。

　

大
阪
府
立
布
施
工
業
高

校
を
卒
業
し
た
則
秀
さ
ん

は
、自
分
の
道
を
模
索
し
、

城
東
区
に
あ
る
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ッ
プ
に
入
っ
た
。
迷
い

な
が
ら
も
仕
事
を
続
け
て
い
た
が
、
21
歳
に
な
っ
た

と
き
、
お
父
さ
ん
か
ら
「
大
き
な
仕
事
が
入
っ
た
の

で
、
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
声
が
か
か
り
、
素
直
に

従
っ
た
。
仕
事
を
手
伝
う
う
ち
に
曲
げ
の
仕
事
が
お

も
し
ろ
く
な
っ
て
い
っ
た
。

　

東
大
阪
の
水
越
で
ス
タ
ー
ト
し
た
同
社
は
、
事
業

拡
大
に
伴
い
、場
所
を
変
え
て
工
場
を
大
き
く
し
た
。

昨
年
１
月
に
建
て
た
新
社
屋
は
5
カ
所
目
だ
。

　

異
業
種
交
流
会
で
あ
す
建
築
事
務
所
の
有
田
慶
司

さ
ん
と
出
会
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
、
新
社
屋
を
建

て
る
こ
と
に
な
っ
た
。
有
田
さ
ん
の
設
計
し
た
建
物

が
気
に
入
り
、新
社
屋
の
設
計
を
依
頼
。出
来
上
が
っ

た
新
社
屋
は
、予
想
以
上
に
満
足
い
く
も
の
だ
っ
た
。

　

昨
年
11
月
13
日
に
顧
客
お
よ
び
関
係
者
ら
約
70
人

を
招
き
新
社
屋
の
披
露
会
を
開
い
た
。
斬
新
な
デ
ザ

イ
ン
で
あ
る
と
同
時
に
木
の
ぬ
く
も
り
が
感

じ
ら
れ
る
建
物
な
の
で
、
訪
れ
た
人
は
異
口

同
音
に
感
嘆
の
言
葉
を
述
べ
て
い
た
。

　

こ
の
日
、
岩
井
社
長
の
長
男
、
岩
井
真
一

さ
ん（
30
）の
専
務
取
締
役
就
任
披
露
も
行
っ

た
こ
と
で
、
株
式
会
社
岩
井
製
作
所
の
飛
躍

に
弾
み
が
つ
い
た
。

　

新
社
屋
は
業
界
や
地
域
で
話
題
と
な
り
、

噂
を
聞
き
つ
け
て
訪
れ
る

人
が
後
を
絶
た
な
い
。
ま

さ
に
人
の
縁
を
呼
ぶ
建
物

だ
。

　

今
日
は
女
性
活
躍
推
進
法
の
施
行
日
だ
。

１
９
８
６
年
の
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
施
行

か
ら
30
年
。
そ
の
間
、「
育
児
休
業
法
」や「
次

世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」、「
男
女
雇
用

機
会
均
等
法
」
再
改
正
な
ど
関
連
法
の
整
備

が
進
ん
だ
。
女
性
は
保
護
さ
れ
た
が
地
位
は

上
が
ら
な
か
っ
た
。
安
倍
首
相
は
２
０
１
２
年
９
月

の
国
連
演
説
で
「
女
性
が
輝
く
社
会
を
つ
く
る
」
と

宣
言
し
た
こ
と
に
よ
り
女
性

活
躍
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ

た
。

　
「
女
性
活
躍
推
進
」
を
「
女
性
」
と
「
推
進
」
に

分
け
て
考
え
た
い
。
日
経
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
（
３
月

19
日
付
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
女
性
活
躍
と
聞
い

て
主
婦
は
「
聞
こ
え
は
い
い
け
れ
ど
実
現
は
困
難

（
49
・
２
％
）」「
都
合
よ
く
女
性
を
持
ち
出
さ
れ
不

快
（
16
・
５
％
）」
と
約
７
割
が
懐
疑
的
だ
。
特
に
、

主
婦
に
な
っ
た
の
は
活
躍
し
た
い
け
れ
ど
も
仕
事
と

家
事
・
育
児
の
両
立
が
困
難
だ
か
ら
と
い
う
。

　
「
推
進
」
者
は
省
庁
・
自
治
体
な
ど
で
行
政
を
仕

切
る
男
性
だ
。
職
場
の
女
性
た
ち
は
能
力
も
あ
り

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
意
欲
的
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
高
い
。
そ
の
マ
イ
ン
ド
を
維
持
さ
せ
、
環
境
を
整

え
、
意
識
を
変
え
る
の
は
世
の
男
性
た
ち
（
家
庭
で

も
）。

　

男
性
が
努
力
し
援
助
し
な
い
と
前
に
進
ま
な
い
。

男
性
が
変
わ
る
と
女
性
も
変
わ
る
。
女
性
が
変
わ
れ

ば
企
業
も
社
会
も
変
わ
る
。
仕
事
と
育
児
の
両
立
を

実
現
さ
せ
な
い
と
「
保
育
園

落
ち
た
」
で
は
な
く
「
選
挙

落
ち
た
」
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

１
５
０
年
前
、
女
性
の
活
躍
が
必
要
だ
と
男
支
配

の
社
会
に
一
石
を
投
じ
た
先
人
が
い
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連

続
テ
レ
ビ
小
説
「
あ
さ
が
来
た
」
の
モ
デ
ル
・
広
岡

浅
子
で
あ
る
。「
小
説
土
佐
堀
川
」（
古
川
智
映
子
著
、

潮
文
庫
）
に
「
女
性
の
能
力
を
最
高
に
発
揮
さ
せ
る

よ
う
に
す
る
。
…
男
子
行
員
に
ひ
け
を
と
ら
な
い
実

力
を
つ
け
て
や
り
た
い
と
思
っ
た
」
と
あ
る
。
こ
れ

か
ら
だ
。
輝
く
女
性
と
し
て
の
「
２
０
１
６
・
女
性

活
躍
元
年
モ
デ
ル
」
を
応
援
す
る
。

晴耕雨読

女
性
活
躍
元
年
に
思
う

一
般
社
団
法
人

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

さ
く
ら
福
祉
会

人
の
縁
呼
ぶ 

新
社
屋

パ
イ
ロ
ッ
ト
志
望
者
募
集
事
業
開
始
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「
西
郷
南
洲
（
隆
盛
）
が
い
な
い
と
、
現

在
の
私
は
あ
り
ま
せ
ん
」。
業
界
ト
ッ
プ
を

誇
る
日
本
石
材
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社
の
創
業

者
で
名
誉
会
長
の
明
石
恒
重
さ
ん
（
83
）
は

そ
う
語
る
。

　

創
業
40
周
年
を
記
念
し

会
社
の
敷
地
内
に
建
て
た

「
先
人
の
碑
」
に
は
、「
感

謝
」「
誠
実
」「
融
和
」
が

大
き
く
掘
ら
れ
て
い
る
。

説
明
パ
ネ
ル
に
は
「
私
達

は
／
敬
天
愛
人
の
心
を

以
っ
て
／
感
謝
の
念
を
忘

れ
ず
／
先
人
の
遺
徳
を
偲

び
／
そ
の
教
え
を
遵
守
し

／
次
の
世
代
に
繋
ぐ
こ
と

を
／
誓
い
ま
す
」
と
書
か

れ
て
い
る
。

　

昭
和
41
年
６
月
大
阪
市

港
区
で
三
和
石
材
産
業
と

し
て
産
声
を
上
げ
た
の

が
、
日
本
石
材
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
の
前
身
。
２
年

後
の
昭
和
43
年
に
株
式
会

社
と
し
て
法
人
化
し
、
さ

ら
に
昭
和
44
年
東
大
阪
市

へ
移
転
。
昭
和
45
年
、
日

本
一
を
目
指
し
現
在
の
社

名
に
変
更
し
た
。

　

明
石
さ
ん
は
西
郷
隆
盛

の
思
想
に
基
づ
き
私
利
私

欲
を
捨
て
た
清
廉
潔
白
な

経
営
で
ど
ん
ど
ん
業
績
を

上
げ
、数
年
後
、業
界
ト
ッ

プ
に
躍
り
出
た
。
自
ら
世

界
各
地
へ
足
を
運
び
、
石

材
を
仕
入
れ
国
内
で
販

売
。
難
し
い
外
国
語
は
理

解
で
き
な
い
が
、
目
を
見

れ
ば
、
信
用
で
き
る
人
物

か
ど
う
か
を
見
抜
け
る
と

い
う
。
美
辞
麗
句
を
述
べ

る
人
間
よ
り
も
剛
毅
木
訥

な
人
間
を
重
ん
じ
る
明
石

さ
ん
の
考
え
の
ベ
ー
ス
に

は
、旧
制
中
学
校
で
国
語
・

漢
文
を
教
え
て
い
た
父
親

の
教
育
が
あ
る
。
戦
後
、

藁
半
紙
に
刷
ら
れ
た
論
語

を
初
め
て
見
た
と
と
き
、

震
え
て
動
け
な
か
っ
た
。

漢
文
が
体
に
染
み
込
ん
で

い
る
の
で
、
論
語
が
心
に

響
い
た
の
だ
。

　

日
本
各
地
、
中
国
、
韓

国
な
ど
に
営
業
所
を
設

け
、
日
本
石
材
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
は
ど
ん
ど
ん
大

き
く
な
っ
た
。
明
石
さ
ん

の
強
い
信
念
に
基
づ
き
社

員
が
一
丸
と
な
っ
た
結
果

だ
。
現
在
、
社
員
は
１
３

０
人
に
な
り
、
皆
イ
キ
イ

キ
と
働
い
て
い
る
。
そ
れ

は
、徹
底
さ
れ
た
民
主
的
、

倫
理
的
経
営
を
し
て
い
る

か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
１

人
１
人
の
給
料
は
、
全
社

員
で
決
め
る
。
社
長
は
じ

め
役
員
の
給
料
も
ま
た
同

じ
。
さ
ら
に
、
会
社
へ
血

縁
関
係
者
を
入
れ
な
い
。

も
ち
ろ
ん
社
長
の
席
に
親

族
は
座
れ
ず
、
社
員
の
中

か
ら
選
挙
で
選
ば
れ
る
。

　

ま
た
、
い
く
ら
儲
か
っ

て
も
、
社
長
は
じ
め
役
員

は
勝
手
に
報
酬
を
懐
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

私
服
を
肥
や
す
こ
と
は
、

子
孫
を
甘
や
か
し
て
社
会

の
役
に
立
た
な
い
人
間
に

す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

ま
さ
に
西
郷
隆
盛
が
力
説

し
た
「
児
孫
に
美
田
を
買

わ
ず
」
で
あ
る
。

　

明
石
さ
ん
は
こ
れ
ら
の

考
え
を
ま
と
め
平
成
元
年

に
社
内
憲
章
を
制
定
し
、

同
年
代
表
取
締
役
会
長
に

退
い
た
。
社
内
憲
章
通
り

３
人
の
息
子
を
会
社
に
は

入
れ
ず
、
社
員
の
１
人
を

後
継
者
に
選
ん
だ
。
現
在

は
５
代
目
の
藤
井
雅
文
さ

ん
が
代
表
取
締
役
社
長
を

務
め
て
い
る
。

　

今
年
創
業
50
周
年
を
迎

え
る
に
当
た
り
、
３
月
、

明
石
さ
ん
は
奥
さ
ん
の
け

い
子
さ
ん
（
83
）
と
一
緒

に
西
郷
隆
盛
の
墓
参
を
し

た
。

　

そ
の
日
の
朝
、
城
山
観

光
ホ
テ
ル
（
鹿
児
島
市
新

照
院
町
41
）
で
開
催
さ
れ

た
鹿
児
島
北
倫
理
法
人
会

（
大
山
悟
会
長
）
の
経
営

者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
。
朝
食
会
で
力
一

杯
「
偶
感
」
を
吟
じ
た
。

西
郷
隆
盛
を
一
途
に
思
う

明
石
さ
ん
の
姿
に
心
打
た

れ
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
加

藤
和
子
さ
ん
が
「
敬
天
カ

フ
ェ
」（
鹿
児
島
市
城
山

町
２
）
を
紹
介
。
そ
こ
は

西
郷
隆
盛
の
ひ
孫
西
郷
隆

夫
さ
ん
が
経
営
す
る
カ

フ
ェ
で
昨
年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
ば
か
り
。

　

早
速
、
カ
フ
ェ
へ
。
西

郷
さ
ん
は
不
在
だ
っ
た

が
、
若
松
宏
店
長
の
語
り

が
熱
く
、
明
石
さ
ん
は
聞

い
て
い
る
う
ち
に
胸
が
高

鳴
っ
た
。

　

こ
こ
で
の
縁
が
発
展

し
、
６
月
に
明
石
さ
ん
は

西
郷
さ
ん
を
会
社
へ
招
き

創
業
50
周
年
記
念
講
演
会

を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。

講
演
テ
ー
マ
は
「
郷
中
教

育
と
西
郷
家
の
秘
話
」だ
。

日
立
航
空
機
株
式
会
社
大
阪

え
い
と
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
阪 

と
本
紙
が
提
携

社 告

会
社
の
敷
地
内
に

「
先
人
の
碑
」 建
立

50年
日
本
石
材
セ
ン
タ
ー
株
式
会
社

名
誉
会
長 
明
石 

恒
重
さ
ん

陽明学と純粋倫理で
志高く社会貢献

ア
ル
フ
ァ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長 

土
岐
功
明
さ
ん

　

日
立
航
空
機
株
式
会
社
大
阪
お
よ
び
え
い
と
ア
ビ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
阪
と
本
紙
が
提
携
を
結
び
、
本
紙
は
４
月
か
ら
パ
イ
ロ
ッ

ト
志
望
者
募
集
事
業
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴

い
、
本
紙
社
長
小
野
元
裕
は
日
立
航
空
機
株
式
会
社
大
阪
の
相

談
役
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
現
地
案
内
）
に
就
任
し
ま
し
た
。

マ
ツ
モ
ラ
産
業
株
式
会
社

〒581-
0843

緊
急
時
避
難
人
引
車
製
作
元

八
尾
市
福
万
寺
町
南
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短期・格安
学科は大阪で

◎昭和 20年８月まで日本の国策会社として「ゼロ戦」のエンジンを製作していた日立航空機（株）
が、戦後、平和産業として再生。このたび大阪市中央区南本町に臨場感あふれるフライトシミュ

レーターＵＳ21Ｄを常設している「えいとアビエーション大阪」と提携して、自家用・営業用航空機のパイロッ
ト養成の募集業務を開始しました。募集の実務は（株）東大阪新聞社（小野元裕社長）と（株）河内新聞社（小山博社主）
が当たります。
【募集要項】（１）応募資格・高卒以上 18歳～ 60歳まで（２）期間１年～
　　　　　 （３） 学費（入学金・授業料）自家用固定翼４２０万円（税別）
                        タービン+レシプロコース（ヘリコプター）５９０万円（税別）
【問い合せ・申込先】日立航空機（株） 大阪     〒581-0085　大阪府八尾市安中町８－５－40-101
                                                  電話・FAX 072-991-3908　  小山携帯 090-8213-4712
                             （株）東大阪新聞社　      〒581-0013　大阪府八尾市山本町南６－２－29
                                                  電話 072-926-5134　 FAX 072-921-6893　  小野携帯 080-3854-5101

パイロット志望者募集！
日立航空機㈱  が窓口･受付大

阪

ウクライナ･
フィリピンで

訓練

ウクライナ･
フィリピンで

訓練
株式会社　岩井製作所

代表取締役 岩井則秀

〒579-8064
　東大阪市池島町２―１―２

TEL：072-968-8101
FAX：072-968-8112

「あの人ならという人間にな
りたい」と話す土岐功明さん

斬新なデザインの新社屋



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２８年４月１日（金）

　

病
院
内
は
落
ち
着

い
た
色
調
で
統
一
さ

れ
て
お
り
、
心
穏
や

か
に
お
産
が
で
き

る
。

　

設
備
も
充
実
し
て

お
り
、
若
い
夫
婦
や

家
族
連
れ
が
笑
顔
で

見
学
し
て
い
た
。

　

受
付
に
は
八
尾
市

文
化
新
人
賞
受
賞
画

家
、
徳
治
昭
さ
ん
の

絵
が
掛
け
ら
れ
て
あ

り
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
雰
囲
気
だ
。

マ
ラ
ヤ
へ
一
緒
に
行
き
ま

せ
ん
か
」と
声
を
か
け
た
。

小
林
さ
ん
は
快
諾
し
、
実

現
し
た
。
障
害
を
持
つ
小

林
さ
ん
に
お
母
さ
ん
が
付

き
添
い
、
３
人
で
ヒ
マ
ラ

ヤ
へ
昨
年
11
月
に
行
っ

た
。帰
国
後
、２
枚
の
デ
ッ

サ
ン
を
も
と
に
油
絵
10
枚

を
描
い
た
。

　

今
回
の
絵
画
展

が
決
ま
り
、
宮
本

さ
ん
も
会
場
の
茶

室
に
合
わ
せ
て
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
墨

絵
を
描
い
た
。

　

一
つ
一
つ
の
お

産
を
大
切
に
24
時

間
体
制
で
診
療
を

行
っ
て
い
る
山
口

産
婦
人
科
が
、
今

年
で
33
年
を
迎
え

た
。
院
長
の
山
口

基
博
さ
ん
（
67
）

は
産
婦
人
科
医
に

な
っ
て
35
年
に
な

る
。

　

マ
ザ
ー
ク
ラ
ス

（
安
産
教
室
）
や

乳
児
健
診
（
産
後

サ
ポ
ー
ト
）
な
ど

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
サ
ポ
ー

ト
が
あ
り
、
安
心
で
き
る

と
地
域
で
親
し
ま
れ
て
い

る
。「
自
然
分
娩
」
と
「
母

乳
指
向
」
を
基
本
と
し
、

母
子
の
絆
を
大
切
に
し
て

い
る
。

　

八
尾
市
刑
部
１
丁
目
で

33
年
間
地
域
の
お
産
を
見

守
っ
て
き
た
が
、
同
市
中

田
１
丁
目
に
新
病
院
を
建

て
４
月
２
日
か
ら
こ
ち
ら

に
移
る
。
そ
れ
に
先
駆
け

て
、
３
月
20
日
と
21
日
の

２
日
間
、
新
病
院
の
内
覧

会
が
行
わ
れ
た
。

4,104

第四回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円
主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場者申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて２～３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場者申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場者申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　事務局　植田宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
⑤原稿締切：平成 28年８月 31日（水）必着
【本選開催日時】
　平成28年 10月（日にち未定）
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（平成２年４月２日～平成 12年４月１日生まれの方）

八尾市山本町南６－２－29
TEL 072－926－5134

072－921－6893

2016Yao人形劇まつり
４月２２日（金）１９：００～　（開場１８：３０）
（プロ作品）人形劇団クラルテ「銀河鉄道の夜」（※高学年向け作品）　★有料
４月２３日（土）１０：３０～　（開場１０：１５）
（アマチュア作品）八尾人形劇連絡会公演　★無料
①クレヨン「との池のがたろ」
②新講座受講生　はっぴぃママ「３びきのこぶた」
③フィンガーズ「そんしたくんのはなし」
④わ・わ・わ「ないたあかおに」
⑤ダックス「にゃーご」
⑥わかごぼう「三びきのかわいいおおかみ」
４月２３日（土）１４：００～（開場１３：４５）
（プロ作品）人形劇団クラルテ　おひさま劇場（※幼児向き作品）　★有料
「瓜子姫とあまんじゃく」「おおかみと七ひきのこやぎ」
１５：００～　ワークショップ
「かわいいやぎを手作りして『おおかみと七ひきのこやぎ』を演じてみよう
※おひさま劇場を鑑賞されたお子さま限定（材料費１００円）（申込方法下記参照）
■チケット料金（全席自由・税込）
（２月１６日（火）～一般前売開始・３歳以上有料）
・人形劇団クラルテ「銀河鉄道の夜」：２，５００円（当日２，８００円）
・人形劇団クラルテ　おひさま劇場「瓜子姫とあまんじゃく」
　「おおかみと七ひきのこやぎ」１，５００円（当日１，８００円）
■４月２３日（日）ワークショップ申込方法
おひさま劇場のチケット購入時にお申込ください。材料費１００円は当日お支払い
ください。

人形劇団クラルテの２作品と、八尾のアマチュア人形劇サークル６グループの作品を２日間で一挙に公演！

診
療
科　

内
科
・
小
児
科

住　

所　

〒
５
７
７―

０
８
０
７

東
大
阪
市
菱
屋
西
６―

２―

28

千
日
前
通
り
（
産
業
道
路
沿
い
）

結
婚
式
場
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
東
南
す
ぐ

診
察
時
間　

月
〜
土　

午
前
９
時
〜
午
前
12
時

　
　
　
　

月
・
火
・
水
・
金　

午
後
６
時
〜
８
時

休
診
日　

祝
・
日
・
木
夜
・
土
夜

Ｔ
Ｅ
Ｌ　

06―

６
７
８
１―

１
２
５
３

Ｆ
Ａ
Ｘ　

06―

６
７
８
１―

８
４
０
６

根川医院

大阪経済法科大学

東
日
本
大
震
災
時
の
入
学
生
が
卒
業

藤本和貴夫学長

　

卒
業
生
４
４
３
人
を
中

心
に
、
大
学
関
係
者
・
来

賓
・
卒
業
生
の
父
母
が
見

守
る
な
か
、
厳
か
に
式
典

の
幕
が
開
け
た
。
開
式
の

辞
・
学
歌
斉
唱
の
後
、
藤

本
和
貴
夫
学
長
か
ら
卒
業

生
に
温
か
み
の
こ
も
っ
た

祝
辞
が
贈
ら
れ
た
。
以
下

に
そ
の
概
要
を
記
す
。

　
「
皆
さ
ん
が
入
学
さ
れ

た
２
０
１
３
年
は
東
日
本

大
震
災
が
起
き
た
年
で
し

た
。
そ
し
て
卒
業
を
迎
え

た
２
０
１
６
年
は
目
に
見

え
る
形
の
復
興
を
進
め

て
い
る
真
っ
最
中
で
す
。

２
０
１
２
年
12
月
に
安
倍

首
相
が
提
唱
す
る
『
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
』
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
３

本
の
矢
、
①
量
的
緩
和
②

財
政
出
動
③
成
長
戦
略
を

実
施
し
た
こ
の
４
年
間
は

充
分
な
期
間
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
卒
業
生
の
皆

さ
ん
は
こ
れ
か
ら
は
社
会

の
動
向
・
様
々
な
情
報
を

キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
が
適
切
な
判
断
力

を
養
う
こ
と
が
大
事
で

す
。
２
０
１
２
年
に
八
尾

駅
前
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設

し
ま
し
た
。
各
種
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
等
の
主
催
を
含
め

て
、
八
尾
の
地
域
社
会
と

の
つ
な
が
り
を
深
め
て
商

工
学
の
関
係
性
を
構
築
し

て
い
ま
す
。
従
前
よ
り
22

カ
国
・
地
域
、
57
大
学
・
研

究
機
関
と
密
接
に
連
携
を

図
っ
て
お
り
、
２
０
１
６

年
４
月
よ
り
、
国

際
平
和
へ
の
貢
献

を
ポ
リ
シ
ー
と
し

た
「
国
際
学
部
」

を
開
講
い
た
し
ま

す
。
４
万
３
千
人

超
の
卒
業
先
輩
諸
氏
は
既

に
各
界
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
明
日
か
ら
社
会
人
と

な
る
皆
さ
ん
に
大
い
に
期

待
し
て
い
ま
す
」

　

学
長
祝
辞
の
後
、
学
長

賞
・
経
済
学
部
長
賞
・
法
学

部
長
賞
の
他
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
活
動
に
関
し
て
の
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
出
席
者
全
員
で

「
蛍
の
光
」
を
合
唱
し
て
卒
業
式
は
お
開
き
と
な
っ

た
。

卒
業
生
４
４
３
人
が

飛
翔
の
春
を
迎
え
る

左から藤本和貴夫学長、宮川純一郎社長、CA講師上田紀子さん

大阪経済法科大学とANAビジネス
ソリューション㈱が教育連携協定
国
際
学
部
４
月

開
設
に
合
わ
せ
て

開口を行う高安勝久さん

会員・来賓160人が参加して
チャーターナイト55 周年 記念式典

趣向こらして和やかに

八
尾
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　八尾ライオンズクラブ（坂
上耕造会長）のチャーターナ
イト55周年記念祝典が３月11
日にリーガロイヤルホテル
（大阪市北区中之島５）で開
かれ、会員および来賓あわせ
て約160人が参加した。
　式典は曙川南中学校吹奏楽
部の初々しい演奏で始まっ
た。坂上耕造会長の開会宣言・
開会ゴングの後、東日本大震
災の犠牲者の冥福を祈り黙祷
した。
　能楽高安流ワキ方、14世宗
家の高安勝久さんの「開口」
があり、式典が引き締まった。
　祝宴は能（祝い舞）で始まっ
た。途中、イーゼル芸術工房
のジャズ演奏があり、会場が
和やかになった。

　大阪経済法科大学（藤本和貴夫学
長）とANAビジネスソリューション
株式会社（宮川純一郎社長）の教育
連携協定調印式が３月16日に大阪経
済法科大学八尾駅前キャンパス（八
尾市北本町２―10―45）で行われた。
　同大学は４月に国際学部をスター
トさせる。国際学部を卒業する学生
が活躍できる場が早々と設けられ
た。

山
口
産
婦
人
科

新病院で診療 ４月2日か
ら

徳治昭さんの絵の前で、山口基博院長（左）と山口博文医師

作
品
の
前
で
、
小
林
和
弘
さ
ん
（
左
）
と

宮
本
光
信
さ
ん

中
野
瑞
樹
が
行
く

河
内
国

神
社
仏
閣
巡
り

大乗果実物語

第
２
回  

龍
興
山・念
佛
寺

　

そ
の
日
、
久
宝
寺
寺
内

町
に
あ
る
念
佛
寺
で
は
思

わ
ぬ
話
題
で
盛
り
上
が
っ

た
。

　
「
そ
う
で
す
か
。
今
で

す
と
金
柑
が
い
い
で
す

か
」

　

声
の
主
は
住
職
の
河
島

博
さ
ん
（
57
）。

　
「
は
い
。
金
柑
の
皮
に

は
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
と
カ
ル
シ

ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
ミ
ネ
ラ

ル
も
豊
富
で
す
し
、
水
分

補
給
に
最
適
で
す
」

　

中
野
さ
ん
は
答
え
る
。

　
「
う
ち
の
ジ
ュ
ニ
ア

チ
ー
ム
に
取
り
入
れ
て
み

よ
う
か
な
、
金
柑
」

　

河
島
さ
ん
は
念
佛
寺
の

住
職
だ
け
で
な
く
、
八
尾

ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の

代
表
と
い
う
顔
を
持
つ
。

身
体
に
影
響
す
る
果
物
の

効
能
。
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ

と
も
関
連
す
る
。
も
ち
ろ

ん
仏
道
に
も
。

　
「
果
物
は
自
分
自
身
を

食
べ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

他
の
生
き
物
の
命
を
救
う

ん
で
す
。
そ
し
て
自
分
も

種
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、

皆
が
幸
せ
に
な
る
ん
で

す
」

　
「
果
物
は
利
他
の
精
神

で
す
か
。
一
人
は
皆
の
た

め
に
、
皆
は
一
人
の
た
め

に
。
和
合
の
心
は
融
通
念

佛
宗
の
教
え
そ
の
も
の
で

す
」

　

そ
う
感
嘆
す
る
河
島
さ

ん
。
熱
心
に
耳
を
傾
け
る

姿
か
ら
住
職
の
人
柄
が
滲

み
出
る
。

　
「
仏
教
と
切
り
離
せ
な

い
の
が
メ
ロ
ン
。
原
産
地

は
イ
ン
ド
で
す
。
乾
燥
に

強
く
な
る
た
め
に
皮
を
分

厚
く
し
ま
し
た
。
中
に
水

分
を
溜
め
込
む
た
め
に
。

メ
ロ
ン
は
仏
教
と
共
に
広

ま
っ
た
ん
で
す
」

　

あ
ま
ね
く
話
題
に
果
物

を
織
り
交
ぜ
て
話
す
。
そ

れ
が
中
野
さ
ん
の
面
白

さ
。
そ
の
言
葉
一
つ
一
つ

に
共
鳴
し
、
些
細
な
こ
と

か
ら
も
学
ぶ
姿
勢
を
崩
さ

な
い
。
そ
こ
が
河
島
さ
ん

の
魅
力
。

　

対
談
中
、
２
人
の
瞳
は

好
奇
心
に
満
ち
た
少
年
の

よ
う
に
輝
い
た
。

　

念
佛
寺
は
暦
応
４
年

（
１
３
４
１
年
）
創
建
さ

れ
た
。
有
名
な
の
が
聖
徳

太
子
作
と
伝
え
ら
れ
る

十
一
面
観
音
菩
薩
像
。
戦

災
か
ら
守
る
た
め
、
久
宝

寺
、
伊
賀
、
近
江
と
渡
り

さ
す
ら
い
、
め
い
め
い
の

土
地
で
祀
ら
れ
、
明
治
に

入
り
念
佛
寺
に
帰
還
し

た
。

　

ご
本
尊
の
阿
弥
陀
如
来

像
は
鎌
倉
時
代
の
も
の

だ
。
そ
の
歴
史
的
価
値
が

認
め
ら
れ
今
年
３
月
か
ら

八
尾
市
指
定
文
化
財
と
し

て
定
め
ら
れ
た
。

　

念
佛
寺
も
ま
た
、
一
度

は
訪
れ
る
べ
き
八
尾
を
代

表
す
る
寺
院
の
一
つ
だ
。

�

（
嶋
津
亮
太
）河島博住職

中
野
瑞
樹
（
39
）　

フ
ル
ー
ツ
研
究
家
。
元
東
京
大

学
工
学
部
教
員
。
２
０
０
９
年
よ
り
自
ら
の
研
究
の

た
め
、
フ
ル
ー
ツ
だ
け
の
食
生
活
を
開
始
す
る
。
八

尾
市
在
住
。

念
佛
寺

　
　

八
尾
市
久
宝
寺
３
―
４
―
25

　
　

☎
０
７
２
―
９
９
１
―
２
１
５
６

山
口
産
婦
人
科

　
　

八
尾
市
中
田
１
―
52

　
　

☎
０
７
２
―
９
９
６
―
０
６
８
８

　

キ
エ
フ
へ
戻
る
た
め
に
、
リ
ヴ
ィ
ウ
中
央
駅
か

ら
夜
行
列
車
に
乗
り
込
ん
だ
。
仕
事
で
忙
し
い
な

か
、
タ
ラ
ス
君
が
見
送
っ
て
く
れ
た
。

　
「
次
は
い
つ
来
る
ん
だ
い
」

　

別
れ
る
と
き
、タ
ラ
ス
君
は
い
つ
も
こ
う
言
う
。

こ
の
言
葉
が
脳
裏
に
こ
び
り
つ
い
て
い
て
、
ま
た

会
い
た
く
な
る
。

　
「
ま
た
近
い
う
ち
に
来
る
よ
」

　

こ
ち
ら
も
い
つ
も
と
同
じ
セ
リ
フ
を
返
す
。

　

切
符
の
番
号
を
確
か
め
な
が
ら
、
座
席
に
た
ど

り
着
く
。

　

プ
ラ
ツ
カ
ル
ト 

（
３
等
） 

は
部
屋
に
な
っ
て
お

ら
ず
、
見
合
い
席
で
引
き
出
し
ベ
ッ
ド
が
そ
れ
ぞ

れ
上
に
付
い
て
い
る
。
さ
ら
に
通
路
に
も
席
が
あ

り
、
そ
の
上
に
も
引
き
出
し
ベ
ッ
ド
が
付
い
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
カ
ー
テ
ン
も
手
す
り
も
な
く
、
丸

見
え
。

　

実
は
プ
ラ
ツ
カ
ル
ト
を
気
に
入
っ
て
い
る
。
同

席
し
た
人
と
仲
良
く
な
り
、
お
し
ゃ
べ
り
が
で
き

る
か
ら
だ
。
サ
ー
ロ
（
豚
の
脂
身
の
塩
漬
け
）
や

サ
マ
ゴ
ン
（
自
家
製
ウ
オ
ツ
カ
）
を
も
ら
う
こ
と

も
珍
し
く
な
い
。

　

座
席
に
着
い
て
出
発
を
待
っ
て
い
る
と
、
黒
髪

の
美
女
が
向
か
い
の
席
へ
や
っ
て
来
た
。
大
き
な

荷
物
を
持
っ
て
い
る
。

　
「
お
手
伝
い
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
声
を
か
け
る

と
、「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
小
さ
く
微

笑
ん
だ
。

　

座
席
を
上
げ
て
、
荷

物
を
中
に
入
れ
る
。

　
「
ど
う
ぞ
、
腰
掛
け
て

く
だ
さ
い
」

　

そ
う
促
す
と
、
彼
女

は
両
頬
に
エ
ク
ボ
を
作

る
。
明
朝
キ
エ
フ
に
着

く
ま
で
楽
し
い
時
間
を

過
ご
せ
る
な
と
内
心
喜

ん
だ
。

　

列
車
が
走
り
出
す
と
、
彼
女
が
独
り
言
の
よ
う

に
話
し
か
け
て
き
た
。

　
「
私
、
ク
リ
ミ
ア
か
ら
逃
げ
て
き
た
タ
タ
ー
ル

人
な
の
。ク
リ
ミ
ア
に
ロ
シ
ア
が
進
駐
し
て
か
ら
、

私
た
ち
の
生
活
は
滅
茶
苦
茶
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

わ
」

　

ど
う
答
え
れ
ば
い
い
の
か
迷
っ
て
い
る
と
、
彼

女
は
続
け
た
。

　
「
も
う
２
年
に
な
る
わ
、
ロ
シ
ア
が
進
駐
し
て
」

　

通
路
の
座
席
に
座
っ
て
い
た
初
老
の
男
性
が
こ

ち
ら
へ
す
り
寄
っ
て
き
た
。

　
「
ク
リ
ミ
ア
に
暮
ら
す
ロ
シ
ア
人
で
さ
え
苦
し

い
生
活
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
何
せ
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
本
土
か
ら
陸
路
で
運
ば
れ
て
い
た
食
料
品
な

ど
が
止
ま
っ
た
の
で
、
ク
リ
ミ
ア
の
物
価
は
こ
の

２
年
間
で
２
倍
に
跳
ね
上
が
っ
た
と
い
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」

　

彼
女
は
た
め
息
を
つ
い
た
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
本
土
か
ら
の
淡
水
や
電
力
も
絶

た
れ
た
の
で
、
断
水
と
停
電
で
不
自
由
し
て
い
る

よ
う
な
の
」

　

初
老
の
男
性
は
あ
ご
髭
を
撫
で
な
が
ら
続
け

た
。

　
「
プ
ー
チ
ン
は
２
年
後
を
目
指
し
て
ケ
ル
チ

海
峡
の
架
橋
に
２
２
７
０
億
ル
ー
ブ
ル
（
約

４
４
２
０
億
円
）
を
投
じ
る
そ
う
で
す
」

　

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
52

クリミア進駐から２年

　
お
花
見
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
何
か
心
が
ウ
キ
ウ
キ
し
て
き
ま
す
ね
。
今
年
こ
そ
、

吉
野
の
千
本
桜
（
き
す
屋
旅
館
か
ら
の
展
望
が
最
高
で

す
）
を
味
わ
っ
て
み
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
い
つ
も
思
い
出
す
の
が
禅
僧
・

良
寛
さ
ん
の
こ
と
で
す
。

　
良
寛
さ
ん
が
満
開
の
桜
の
下
で
、
子
ど
も
ら
と
一
緒

に
手
毬
を
し
な
が
ら
日
が
な
一
日
遊
ん
で
い
る
姿
が
目

に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

　
良
寛
さ
ん
は
、
衰
弱
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
に
「
こ
の
際
、

何
か
こ
の
世
に
心
残
り
が
あ
り
ま
す
か
？
」
と
問
わ
れ
、

「
死
に
と
う
な
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　「
で
は
、
辞
世
の
句
は
あ
り
ま
す
か
」
と
い
う
問
い
か

け
に
は
、「
散
る
桜
／
残
る
桜
も
／
散
る
桜
」
と
答
え
た

と
い
う
伝
聞
が
、
評
論
家
に
よ
り
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
言
葉
の
真
偽
は
不
明
で
す
が
、
良
寛
さ
ん
が
「
い

か
に
も
言
い
そ
う
」「
言
っ
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
散
っ
て
行
く
桜
も
、
ま
だ
残
る
桜
も
、
両
方
と
も
に

い
ず
れ
散
る（
死
ぬ
）桜
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
ま
さ
に
人
間
同
士
も
他
人
を
見
て
は
、
喜
怒
哀
楽
を

繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
世
を
苦
し
ん
で
い
る
人
ほ
ど
、
他
人
を
見
て
比

較
し
て
い
る
人
だ
と
言
え
そ
う
で
す
。

　
桜
を
眺
め
て
思
う
こ
と
は
、

　
＊
他
の
桜
と
比
較
し
な
い
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
＊
目
の
前
の
自
分
の
桜
を
味
わ
い
ま
し
ょ
う
。

　
＊
桜
の
ほ
う
が
自
分
を
見
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
ま
し
ょ
う
。

　
＊
山
い
っ
ぱ
い
に
咲
き
広
が
る
千
本
桜
を
1
本
の
桜

と
感
じ
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
人
は
、
嬉
々
と
し
て

こ
の
世
を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
世
で
の
大
半
の
怒
り
や
悩
み
は
、「
他
を
見
て
生

じ
て
い
る
」
こ
と
に
気
付
き
ま
し
ょ
う
。

　
今
日
も
、
自
分
の
心
（
桜
）
を
見
つ
め
な
が
ら
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。 64

桜
と
心
と
幸
せ

古
代
稲
研
究
家
　
田
中
伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

　

建
学
45
年
の
歴
史
を
有
す
る
大
阪
経
済
法
科
大
学

の
第
42
回
卒
業
式
が
３
月
18
日
、花
岡
キ
ャ
ン
パ
ス
・

尚
淑
館
（
八
尾
市
楽
音
寺
６
―
10
）
に
お
い
て
盛
大

に
挙
行
さ
れ
た
。

　
「
小
林
和
弘
・
宮
本
光

信
展
」
が
３
月
19
日
～

22
日
に
桃
林
堂
・
陌
草

園
（
八
尾
市
山
本
町
南

８
）
で
開
か
れ
た
。

　

宮
本
光
信
さ
ん

（
68
）
は
画
家
の
傍
ら

日
本
語
教
師
と
し
て
ネ

パ
ー
ル
で
活
躍
し
て
い

る
。
約
１
年
前
、
洋
画

家
の
小
林
和
弘
さ
ん

（
39
）
と
出
会
い
、「
ヒ

第42回卒業式挙行

小
林
和
弘・宮
本
光
信
展

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
テ
ー
マ
に
桃林堂で

15日  作家　荒川裕二氏「父親の背中～一杯のラーメンが作った奇跡の物語～」
1112日  八尾市倫理法人会実行委員　伊木利佳氏「今やるべきこと!!　今後、私のために今できること!!」
19日  新大阪倫理法人会幹事　島津ゆう子氏「子ども（孫）に伝えるマナーの心を考える」
26日  千里中央倫理法人会実行委員　松尾久美子氏「全ては栞にあった！疾病信号　止まって気付いた　宝物」

17日  大阪鴻池倫理法人会専任幹事　木下とよ子氏・大阪鴻池倫理法人会実行委員　三木惠美子氏「富士研修セミナーを体験して」
14日  大阪市倫理法人会会員　川村慶氏「『できる』を創意工夫する経営」
21日  大阪府倫理法人会大阪北部副地区長　日高孝子氏「みな恩の中に生きている」
28日  道頓堀倫理法人会副会長　塩中一成氏「素直で明るい経営者であり続ける」

11日  八尾市倫理法人会幹事　高木愛氏「倫理に出逢って」
18日  大阪府倫理法人会大阪市内北地区長　山田哲也氏「私の千日実践」
15日  奈良県倫理法人会普及拡大委員長　吉留一信氏「実践から得た自分」
22日  倫理研究所法人アドバイザー　津々木昭子氏「仕事と健康」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はカフェ・ブルボン（近鉄河内山本駅・北へ徒歩2分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―4963―5820４月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎06-6745-2051４月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6728―0700４月の予定
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